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令和７年度 第２回 新潟市男女共同参画推進センター運営委員会 議事概要 

                        
日 時： 令和７年１１月２０日（木） 午前１０時～１１時３０分 
場 所： 新潟市万代市民会館 ３０７・３０８研修室 
出席者： 新潟市男女共同参画推進センター運営委員 

 太田委員、塩沢委員、高橋委員、田鹿委員、多田委員、田中委員 
     事務局（男女共同参画課）  

石崎課長、荒井課長補佐、齊藤主事、大塚職員、丸山職員 
 
１ 開会 
 
２ 男女共同参画課長あいさつ 
 
３ 報告 
（１）令和７年度事業報告（４月～１０月開催事業） 
  （事 務局） 各担当より主催事業の報告 
  （田中委員） 資料を見て、参加者の感想が充実していると思った。特に、№1「女性の生

き方講座」の感想を読むと、講師がどんな話をしたかが窺えて、参加者それぞ

れの課題に届いたのだろうと思った。公民館では予算の都合で保育を減らす傾

向にあるが、こどもを預けて自分と向き合う時間は大切だと思うので、資料

12 ページの感想の中で、保育について書いている方がいたのは良かった。 
         №2「男性の生き方講座（子育て期）」に関連して、私が実際に体験した

り、講座の講師をした際に、同年代の子を持つ人と話したがっているのを感じ

る。つい先日も初めて会った人同士が活発に情報交換をしていて、そういった

場はやはり必要である。また、企画委員の振り返りの中で、「第 1 回はママも

一緒でいいのでは？」とあり、パパ同士で学んだり、講師の方から学んだりし

ても、実際に妻と話してみない限りは、ブレイクスルーしていかないと思う。

普段子育てをしながら、時間がない中、家庭で向き合って話そうとしても、ど

うしても感情が先に立って喧嘩になってしまうことが多い。公民館で講師をし

た講座で場を作るとちゃんと話せるという感想をお持ちの方がいらっしゃっ

た。4、5年前は無関心だったり、怒りを込めたり、諦めたりするご夫婦がい

たが、最近は夫婦共にもっと仲良くなりたいという思いを持っているように私

は感じているので、ママ参加の回を入れるといいのではないかと思う。 
  （大塚職員） ママ参加については、毎年度検討するところであるが、調理実習は会場の都

合で定員が決まるので、各回の定員を変えると煩雑になる。ママ参加はここ数

年実施していないので、来年度については考えていきたい。 
         また、同じ属性の方たちの中では、悩みを話せるというのが、今回も見て取

れた。コミュニケーションの悩みや育児休業への戸惑いもある中、夫婦でどう

やって上手くやっていくかということと、家庭も仕事も一生懸命なので、板挟

みというか、疲れているのに前向き捉えようとしている姿が印象的で、そこを

解消できるような仕掛けを考えていきたいと思う。 
  （田鹿委員） 全体的に、参加者はよくアンケートに答えていて、関心を持っている感じを

受ける。また、どの講座も保育を設けていて、それが参加の促進になっている
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と思う。 
企業でも男性の育児休業の取得を推進しているが、№2「男性の生き方講座

（子育て期）」におけるおにぎり作りといった具体的なプログラムは、家庭で

実践できるので素晴らしいと思った。 
それと、№3「女性の起業を支援する講座」の延べ参加者数が 115 人もい

て、関心のある方が多いことに驚いた。新潟県は女性の役員比率が低いので、

女性の起業や企業の中での活躍に繋がればと思う。 
（荒井課長補佐） 「女性の起業を支援する講座」は、昨年度も定員を上回る応募があった。近

年は「入門・きっかけづくり編」として開催していたが、ステップアップ編や

起業を考えている方対象の交流会等、内容を充実させていきたいと考えてい

る。 
  （太田委員） №2「男性の生き方講座（子育て期）」の対象を 0歳から小学 6 年生までの

お子さんを持つ父親としたのは、何か理由があるのか。 
  （大塚職員） 5、6年前までは、就学前のお子さんを持つ方に対象を限定していたが、こ

どもの年齢幅が狭くなればなるほど、参加者が少ないこともあり、小学生まで

に広げたところ参加者が増えたのでそれを引き継いでいる。参加者の中には、

上のお子さんが中学生の方もいて、こどもが中学生、高校生になっても悩みは

あると思うので、来年度は対象を広げることも検討したい。 
（太田委員） 感想にもあったが、父子参加の回があってもいいと思った。そうすると母親

は自分の時間が持てるのではないかと思う。 
№3「女性の起業を支援する講座」の追跡調査は、どのようなことをするの

か。 
  （齊藤主事） 追跡調査は、講座開催の 1 年後にオンラインでアンケートを実施している。

内容としては、起業の状況を「起業した」「起業に向けて準備を進めている」

「起業する気はない」等の選択肢で答えていただくほか、起業に関しての悩み

があったら記載していただいている。この結果を今後講座の企画をする際に参

考にしている。 
（太田委員） 受講者のアンケートでも、他の受講者のその後が気になる、知りたいと書か

れている方がいるので、難しいかもしれないが、1 年後に受講者が集まる場が

あってもいいと思った。 
（齊藤主事） アンケートの感想や直接受講者と話す中で、一緒に受講した方が 1 年後どの

ような感じになっているか気になるところだと思うので、ステップアップ編や

交流会等について検討していきたい。 
（多田委員） 先ほど田中委員がおっしゃったように、受講者の感想が充実していて、講座

を受けて思ったり感じたりするだけではなく、言葉にして書けるというのは、

かなり充実した講座だったのではないかというのが全体的な印象だった。ま

た、男性の意見の記述も多くなってきて、意識が向上してきたのではないかと

感じた。 
「男性の生き方講座（子育て期）」の感想でうれしかったのは、ママに寄り

添うといった言葉があり、男性の視点も変わってきたり、自分のパートナーが

自分と同じように企業で働いているということに気づき始めたという印象を受

けた。私も子育てをしていて、自分のパートナーと喧嘩にならず、どうやって

自分の気持ちを伝えるかに苦労している。お互いが納得しないまま、後になっ
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て違う形で気持ちを出されるみたいな感じになるのが大変だと思う。コミュニ

ケーションは目に見えないからこそ、個人的に学んだ後に実践してみて、失敗

してもいいし、上手くいったら続ければいい。そういう場面に第三者がいると

客観的に出来ると思う。アルザフォーラム 2020 分科会の田中委員が講師を務

めた夫婦講座でも、最初は恥ずかしがって話題がなかなか出せなかったが、第

三者がいて家庭でないところで話す場面があった。予算の関係もあり難しいか

もしれないが、そういった実践できる場面があるといいと思った。 
自己表現講座は、自分と向き合う講座なので、連続講座の途中で辞退する方

がいるのは仕方がないが、その方に対して何か救えるような工夫は考えている

か。 
（丸山職員） 人前で話すことが難しい方が、ロールプレイをよく知らずに申し込まれて、

思っていたものと違うということで、途中から参加しなくなることは今年度も

あった。例えば、今年度「女性の生き方講座」でコミュニケーションをとりあ

げたが、そういった講座に参加していただく形を作っていけたらと思う。 
（大塚職員） 「男性の生き方講座（子育て期）」のコミュニケーションの実践について

は、企画委員の振り返りの中で、講座受講後どうだったかを話す回を 4 回目と

して設けてもいいのではないかという意見もあった。また、講師のインスタグ

ラムのダイレクトメールに受講者の妻から家庭で実践したと報告があったとい

うことも聞いた。 
（塩沢委員） 資料 10 ページの感想に「インドから」とあるが、どういうことか。 
（丸山職員） 講師の話を聞く中で、何か思い出したことがあったのかと思われる。 
（塩沢委員） インドの方が参加して、国際化したのかと思った。 
       №9「相談に携わる方のための講座」の講師の話がとても良かったという感

想が多くあり、内容としても重要な問題だろうと思うが、どうしても全国レベ

ルで活躍している講師だと新潟の現状についての内容が薄くなってしまうので

はないか。資料 65ページ「やや不満」の方の意見で、「新潟や全国での民間

の取り組み事例に焦点を当てて説明していただけると、もっと良かった」とあ

り、身近な新潟ではどうなのかというところが私が気になる部分なので、内容

が限定されると難しいと思うが、そこをカバーできるような形で今後考えてい

ただければと思う。 
       №12「男女共同参画講座」について、新規の委員が多かったので基本を重視

して企画したと先ほど説明があった。アルザにいがたや行動計画がなぜ必要な

のかを繰り返し伝えていくことが大事である。資料 81ページの職員の意見

で、忙しいからアウトソーシングしたらどうかということが書かれていたが、

行政が男女共同参画に取り組む目的が理解できていないと考えられて、余計に

基本的なことをきちんと聞いてもらいたいと思った。 
（大塚職員） 行動計画についてきちんと伝えていくことは大事だと思うので、このような

基本的な講座は数年おきに必要であると感じている。 
（塩沢委員） 先ほどの意見の中で、全員参加にすべきであったとあるが、全員とは誰のこ

となのか。 
（荒井課長補佐） 各区の男女共同参画地域推進員とその地域推進員事業に関わる職員であると

受け取っている。この講座は、アルザにいがた企画委員とアルザフォーラム実

行委員を対象としていて、地域推進員や職員の受講は任意ということでご案内
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している。 
（齊藤主事） 「相談に携わる方のための講座」で新潟の取り組みをもうちょっと紹介して

ほしかったというご意見については、講座の中で新潟県の現状、例えば児童虐

待の割合や配偶者暴力の相談件数の推移などはパワーポイントの中に盛り込ん

で説明していただいた。今後は、新潟県の取り組みや地域の身近なことも取り

上げてもらえるよう講師と打ち合わせしていけたらと考えている。 
（塩沢委員） 資料 48 ページで、政治分野への男女共同参画に関する企画であるとか、女

性市議のトークを企画してほしいという希望が出ていて、世界の中で日本は特

に女性の政治参画が遅れているために、ジェンダーギャップ指数が 100 位以下

とものすごく低い。今までアルザでは政治とか宗教は原則扱わないということ

で、その点は尊重して続けてほしいと思うが、政治的な主張を取り上げる意味

の政治ではなく、世の中のことを自分のこととして考える主権者教育はすごく

大事だと思う。SNS でフォロワーが増えるとその方の意見が正義みたいな感じ

になる。ジェンダーギャップ指数の政治分野が改善するような努力をしなけれ

ばならない。難しいと思うが、諦めないでちょっとずつ手掛けてほしいという

希望がある。私は後期高齢者で、今回の「メディアリテラシーについて考える

講座」は 70 歳以上の参加者が少なく、あまり好きなこと言っちゃいけないと

思いながらも、政治参画についての取り組みを検討いただきたいと思う。 
（大塚職員） 「メディアリテラシーについて考える講座」の中で、去年、今年と、都知事

選、参院選があり、政治の話も出たことで、今後企画してほしい内容としてア

ンケートに書いた方がいらっしゃったと思う。自分がどう思っているかをまず

は言葉にすることと問題意識を持つという初歩的な段階としては、この講座は

有効だったと思う。また、SNS について問題意識を持つ方は結構いらっしゃる

ので、SNS、社会、ジェンダー、メディアを絡めて伝えていくことをこの講座

に限らず、意識を耕すという意味で考えていきたいと思う。 

（荒井課長補佐） 現在、第 5 次新潟市男女共同参画行動計画を策定中で、女性の政治参画の重

要性についての情報提供や啓発等の取り組みについて盛り込まれる予定であ

る。啓発や周知の方法については今後検討していきたい。いいアイデアがあっ

たら委員の皆様からもお聞かせいただけるとありがたい。 
（高橋委員） 私は以前企画委員をやっていたが、専業主婦や退職した方が多く、属性に偏

りがある。そうすると、企画するテーマにも偏りが出てくると思う。№1「女

性の生き方講座」と№8「相談室連携講座」はウイークデーに開催していて、

参加者も専業主婦がほとんどで属性に偏りが出てきている。なるべく土日に開

催していただくと、参加者が広がると思う。№1「女性の生き方講座」の講座

タイトルを見るとふんわりとしたテーマで切実さや社会性がないように思う、

女性・専業主婦の方などの思考が反映されているのかもしれないが、現実には

自分らしさのコミュニケーションなどと考えていられないのが多数の女性の現

実であろう。女性、男性それぞれの生きるための苦労の違いの表れなのかもし

れないが、もっと社会性の方も考えてもらいたい。 
（丸山職員） №1「女性の生き方講座」は企画委員と相談して平日開催とした。身近な人

との距離感を考えたいということで、今回はこの企画になった。社会性の問題

については、今後企画委員に投げかけて企画していきたい。 
（荒井課長補佐） 「ジェンダーで社会を考える講座」は以前から土日に開催していて、「再就
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職支援講座」や「男性の生き方講座（定年期）」は以前は平日に開催していた

が、近年は土日に開催している。平日の方が参加しやすいという方もいらっし

ゃるので、アルザの講座全体の中で考えながら開催していきたいと思う。 
 

４ その他 
  （各 委 員） アルザフォーラム 2025 についての感想 
  （事 務局） 次回の運営委員会は 3 月頃の開催を予定しているが、あらためて各委員の日

程を調整のうえ案内する。 


